


































































































































































































































































































1 2 3 4 5 6 7
食　料 100　108115 130140　！50 170
紙，紙箱 100 108　11819＝　　1つり⊥乙♂u　　　⊥り自 1冗A　　1口（⊥ま）　　　－∪） 170
化　学 100　110115 125 135　145160
印　刷 100 125　140155－185R段階
天然織物 100 110 120 135 150 170 180
衣料，毛皮 100 112 125　135145－165R段階
175－190
R段階
皮　革 100 1ユ5 132 155 170
木　材 100 115 130 155 170
金属，冶金，採鉱 100　108121　127140 155 170
























































































格　　　　　1 2 3 4
職　員 115118　123128　138150 170
監　督 180 195 245300















































































1 非熟練労働者2 2 145
非熟練労働者1 1 140
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になっている。
　N．社会職業分類とパロディ分類
　パロディ分類の内容がわかったので，本来の問題すなわち社会職業分類の
構成はこの分類に依拠しているか否か，という問題の検討に入ることにする。
両分類を比較するために，社会職業分類の項目ごとに左側に社会職業分類，
右側にパロディ分類をおいた対照表をつくって検討するとつぎのような結果
となる。（社会職業分類の各項目の定義については（杉森，1983（1））を用い
た。またパロディ分類の各項目の定義は，上述したものを簡略化して再掲し
た。）
1．労働者
社　会　職　業　分　類
6，労働者
68　不熟練労働者
　　なんの技術も必要としない肉体作業をする?
67．見習い
　見習い契約にもとづいて，あるいは実質上
の見習いとして働く者（熟練労働者のする仕
事を学んでいる者のみをさす。）
63，半熟練労働者
　正式の見習いを必要としない，たんなる適
応ですむ仕事をする者
パロディ格づけ分類
労働者
　不熟練労働者
　　なんら持定の知識も適応も必要としないき
　わめて単純な仕事をし，かつ生産に関与しな
　い者
　半不熟練労働者
　　きわめて単純な，しかしつらい，あるいは
　不衛生な仕事をする者および，きわめて単純
　な適応ですむ仕事をして製造にかかわる者
半熟練労働者
　正式の兇習いあるいは持定の職業教育をへ
ることなく，6ヵ月間の事前の訓練またはそ
れに相当する職業経験を必要とする仕事をす
る者
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社　会　職　業　会　類
61　熟練労働者
　原則として見習いを必要とする仕事をする?
60　職工長
　他の熟練労働者を統辛する熟練労働者
パロディ格づけ分類
熟練労働者
　正式の見習い，正規の職業適性証，長期の
職業訓練などによってえられる完全な知識を
もち，その職業の高度な職務に従事する者
高熟練労働者
　職業的および技術的に高度な仕・事をする者
監　督
　監督（1）　（略）
　監督（2）
　　より上暦の監督の指令のもとで専門的な範
　囲で熟練労働者または職員に命令をくだすf士
　事に恒常的に従・事する老
　これでわかるように，両者のあいだには，項目だて，項目内容，項目名の
いずれにおいてもいちじるしい類似性があり，点線で示したような対応づけ
が可能である。（「60．職工長」はパロディ分類の「監督」の下層に対応して
いる。このカテゴリーは労働者に入るとも入らないともいえる境界的なグル
ープであって社会職業分類ではこの層を労働者にくりこんだわけである。）＊
　2．事務職員，中級幹部
　この部分については，両分類のあいだにはっきりした類似性はみられない。
また社会職業分類が「44．中級管理幹部」というように明らかに位階的な観
点を採用しているにもかかわらず，位階にくわしく即しているパロディ分類
に従っていない。両分類のあいだで対応づけをすることは困難である。なお，
「43．技術者」についてのみは　　次ページの対応表ではややはっきりしない
が　　パロディ分類の規定が参照されていることが確認される。
＊　パロディ分類にはない「67．
　ろ不明である。
見習い」が社会職業分類で設定された理由は，今のとこ
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社　会　職　業　分　類 パロディ格づけ分類
5．職　員 職　員
51．事務職員 職員（1）
非肉体的かつ従属的な仕事の実行にあ きわめて単純な職業教育しか要しない，
たる者 その場かぎりの率先性しかない仕事をす
4．中級幹部 る者
44．中級管理幹部 職員②略
とくに専門性のない，しかしある程度 職員〔3）略
の責任のある仕事に従事する者 職員（4）
43．技術者 ノで缶あ孔μ一古去，＋ス弛澁F甲泣ま出’1吐：〉書に〔04しノー1⊥寸才『（L　ン　　　　　　　FDノ’L．いノr〕†ノ」rJ・一ハ
　産業的な技術的知識を応用する仕事を
する者で，「33．技師」にも「6．労働者」
にも属さない者
　任が要求される，職業上の能力のきわめ
　て高い職員
監　督
　監督（2）（および技術者・製図家）
　　より上層の監督のもとで，専門的な範
　囲で熟練労働者または職員に命令を下す
　仕事に恒常的に従事する者。これと同等
　の責任あるいは技術をもつ者をふくむ。
　監督（3）
　　経営者またはその代理人のもとで，職
　務上の範囲で部分的な率先性をもつて任
　された仕事を実行する者
　監督（4）
　　経営者またはその代理人のもとで率先
　性と責任をもって配下の指揮にあたる者
　3．高級幹部
　この部分についても両分類のあいだに明確な対応はみられない。社会職業
分類の「34．高級管理幹部」というカテゴリーは「44．中級管理幹部」との
場合と同じく位階的でありながら，位階的なパロディ分類に即していない。
なお「33．技師」は，パロディ分類と対応している。
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社　会　職　業　分　類
3　商級幹部
34．高級管理幹部
　特殊専門的でない指揮的機能を果す者
33．技師
　高度の技術的な知識を応用して働く者。
企業を指導する立場にあることが多い。
パ　ロ　デ　ィ　分　類
　監督（4）
　経営者またはその代理入のもとで率先
　性と責任をもって配下の指揮にあたる者
幹　部
　新人技師
　　しかるべき学歴あるいは資格をもつ者
　技師
　　一般的知識に立脚して，多方面の活動
　への適応を行わしめうる，かつ職務機能
　を完遂させうる訓練をうけた者
　幹部
　労働者，上級職員，監督に命令をくだ
　す権限と責任をもつ者
　結論
　団体協約における格づけ分類の典型としてのパロディ分類と社会職業分類
の雇用者にかんする部分とを対照した結果から，つぎのことがいえると思わ
れる。
　（1），社会職業分類の「6．労働者」の部分は明らかにパロディ分類と対応
している。したがって「6．労働者」にかんしては，社会職業分類のよりど
ころは，基本的にパロディ分類に，いいかえれば団体協約における格づけ分
類にある。すなわち社会職業分類では，格づけ分類による労働者各層を，「そ
のなかで人的関係が保たれ，同じような意見と行動とがみられる場合が多く，
そこに属すると自他ともにみとめる」ような集団と解釈したわけである。
　なお，上で言及したあたらしい格づけ分類（UIMM分類）では，労働者
は熟練労働者と非熟練労働者とにしかわけられていない。社会職業分類は今
年中ぐらいに改定されることになっているが，おもしろいことにその草案で
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は，労働者がやはり熟練労働者と非熟練労働者の二種類にしかわけられてい
ない（杉森，1983（1）参照）。このことからも，社会職業分類が労働者にかんし
ては団体協約の格づけ分類を忠実に参照していることが確認されるといえよ
う。
　団体協約の格づけ分類にもとづいて分類するということが，労働者の社
会階級分類として正しいかどうかはあらためて検討さるべき理論的な問題で
ある。職場における位階や機能を規定し，賃銀を規定し，毎週あるいは毎月
給与票に表示される格づけが同一であるということは，その格の持ち手の集
団を社会的に等質な集団とみなすための，少なくとも強い契機ではありえよ
う。
　（2）「6．労働者」以外の諸項目については，部分的には対応がみられるが，
全体的な項目だてにおいては明瞭な対応関係はない。すなわち「43．技術者」
と「33．技師」は明らかにパロディ分類と対応しているし，また，社会職業
分類で高級（または中級）幹部という項目がたてられたのも，パロディ分類
でそれが使われていることが，ひとつの要因となっているからである（杉森
，1983（2）参照）。他方，「51．事務職員」「44．中級管理幹部」「34．高級管理
幹部jは，パロディ分類とほとんど対応していない。したがって，これらは
社会職業分類の側で独自に構成した項目であると考えられる。「51．事務職員」
は一職員という形でパロディ分類にもあるし，「職員」という表象は相当以
前から一般的に普及しているから一べっとしても，「44．中級管理幹部」と
「34．高級管理幹部」は純粋に社会職業分類的なカテゴリーということにな
る。
　社会職業分類は，（1）労働者層にかんしては団体一協約の格づけ分類によりど
ころを求め，（2）職員層や幹部層にかんしては，部分的に格づけ分類を参照し
てはいるが，全体としては独自な分類構成をおこなっていることが明らかに
なったと思われる。
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